
  

 
  

 
 

 
 
 
 

国税不服審判所、裁決事例を公表 

Ｑ：国税不服審判所が、このたび裁決事例

を公表したそうですが、どのような内容だっ

たのか教えてください。 

 

Ａ：平成16年１月から６月までの裁決事例

42例が公表されました。主な内容は、次のと

おりです。 

【解説】 

国税不服審判所は、このほど、平成16年上

半 期 の 裁 決 事 例 を ホ ー ム ペ ー ジ 上 で

(http://www.kfs.go.jp)公表しました。内訳

は、国税通則法関係が９例、所得税法関係が

13例、法人税法関係が４例、相続税法関係が

11例、消費税法関係が３例、登録免許税関係

が２例の計42例となっています。 

これで、平成８年に公開された分から数え

ますと、総数1,607例にのぼります。 

今回公表されました事例には、次のような

ものがあります。 

①  国税通則法関係 

 請求人以外の共同相続人が行った相続財産

の隠ぺい行為に基づく相続税の過少申告につ

いて、請求人に重加算税を賦課決定すること

ができると判断した事例 

②相続税関係 

 時価と著しく乖離する売買価額で被相続人

と同族会社が交わした不動産売買取引につい

て、原処分庁が相続税の課税価格を相続税法

第６４条第１項の規定(同族会社の行為計算

の否認)を適用して計算したことは適法であ

るとした事例 
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